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1） 武隈 洋、井上優希、菅原 満: シンポジウム３ 採血に依らない TDM 〜
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唾液サンプリングに基づく TDM の実際.  第 39 回日本 TDM 学会・学術大

会 （2023 年 6 月 24-25 日・京都 京都テルサ） 
 

2） 鏡 圭介、石黒 信久: シンポジウム 13「J-SIPHE(感染対策連携共通プラッ

トフォーム) ～自施設内及び地域連携への活用～」 
北海道での取り組み（J-SIPHE を用いた多施設および自施設解析－抗菌薬と

耐性菌の関連）.  第 38 回 日本環境感染学会総会・学術集会（2023 年 7 月

21 日、パシフィコ横浜 ノース） 
 

3） 武隈 洋、井上優希、菅原 満: シンポジウム 12「新たな TDM 対象抗菌薬の
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オキサゾリジノン系抗菌薬の TDM.  第 70 回日本化学療法学会東日本支部

総会/第 72 回日本感染症学会東日本地方会学術集会 合同学会（2023 年 10
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4） 鏡 圭介、石黒 信久: シンポジウム 17「一歩進んだ抗菌薬適正使用支援チ

ームの活動―ASP 実践のためのガイダンス第 2 版へ―」 
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菅原 満: マスメディアによる「くすりの危険性」に関する報道に起因した

患者相談の実態調査. 第 25 回日本医薬品情報学会総会・学術大会（2023 年

6 月 10-11 日，京都薬科大学 躬行館） 
 

5) 山口敦史, 向井悠斗, 佐久間智也, 古堅彩子, 鳴海克哉, 小林正紀: MCT9 の

一塩基多型がクレアチン輸送に及ぼす影響の評価. 第６回 フレッシャー

ズ・カンファランス（2023 年 6 月 11 日・京都 同志社女子大学） 
 

6) 梨本俊亮, 今井俊吾, 菅原満, 武隈洋: 肝機能障害患者に対するボリコナゾ

ールの初期投与設計における Albumin-Bilirubin スコアの有用性検証.  第 39
回日本 TDM 学会・学術大会 （2023 年 6 月 25 日・京都 京都テルサ） 
 

7) 山口敦史, 武隈洋, 仁木加寿子, 平林真介, 寺下友佳代, 長谷河昌孝, 長祐子, 
真部淳, 菅原満: ブスルファンの著しい薬物動態変動が認められた小児の 1
例 .  第 39 回日本 TDM 学会・学術大会 （2023 年 6 月 25 日・京都 京都
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8) 西村あや子、古堅彩子、馬詰武、北村聖花、武隈洋、菅原満、小林正紀: 長
時間作用型ベンゾジアゼピン（BZD）系薬の Milk/Plasma ratio(M/P 比)および

Relative Infant Dose (RID)の算出.  2023 医療薬学フォーラム・第 31 回クリニ

カルファーマシーシンポジウム（2023 年７月、山形） 



9 
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郎, 菅原 満, 小林 正紀: 免疫チェックポイント阻害薬の有効性と免疫関連
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学シンポジウム (2023 年 9 月 16-17 日, 松本, 信州大学松本キャンパス) 
 

10) 山口 敦史, 齋藤 佳敬, 武隈 洋, 菅原 満: 小児における遅発性化学療法誘

発性悪心嘔吐に対するパロノセトロンの有効性の評価：メタアナリシス .  
第 65 回日本小児血液・がん学会学術集会(2023 年 9 月 29-10 月 1 日, 札幌, ロ
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医療薬学会年会（2023 年 11 月 3-5 日，仙台国際センター） 
 

14) Inoue Y, Sato Y, Kashiwagi H, Nashimoto S, Sugawara M, Takekuma Y.: 
Monitoring saliva and plasma concentrations of tedizolid and linezolid in rats. 第
33 回日本医療薬学会年会（2023 年 11 月 3-5 日，仙台国際センター） 
 

15) 岡本 敬介、 齋藤 佳敬、 武隈 洋、 菅原 満: 胃酸分泌抑制薬が免疫

チェックポイント阻害薬の治療効果と副作用へ及ぼす影響の検証. 第 33 回

日本医療薬学会年会（2023 年 11 月 3-5 日，仙台国際センター） 
 

16) 山神 彰、鳴海克哉、齋藤佳敬、古堅彩子、今井俊吾、北川善政、大廣洋一、

高木諒、武隈 洋、菅原 満、小林正紀: 下顎埋伏智歯抜歯手術における手

術部位感染予測モデルの開発. 第 33回医療薬学会年会（2023年 11月 2-5日，

仙台国際センター） 
 

17) 日笠真一, 田澤佑基, 石井聡一郎, 溝端友希, 上原仁, 阿部憲介, 國本雄介, 
村田龍宣, 島袋翔多, 日笠聡, 木村健: テノホビルアラフェナミド開始後の

推算糸球体ろ過量の低下速度と脂質代謝パラメータ：アバカビルとの比較.  
第 33 回医療薬学会年会（2023 年 11 月 2-5 日，仙台国際センター） 
 

18) 平野 淳, 矢倉 裕輝, 増田 純一, 國本 雄介, 田澤 佑基, 井上 正朝, 佐藤 
萌, 安井 淳子, 三枝 祐美, 田川 尚行, 成田 綾香, 田中 和行, 西 勇治, 大
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東 敏和, 合原 嘉寿, 吉田 知由: 抗 HIV 薬を含む院外処方箋の受け入れ状

況と問題点に関する検討〜HIV/AIDS ブロック拠点病院連携薬局における調

査〜. 第 33 回医療薬学会年会（2023 年 11 月 2-5 日，仙台国際センター） 
 

19) 植田 孝介、沖 洋充、宮前 祐士、久保田 康生、岡本 千秋、三上 薫子、藤

原 晶、根岸 淳、菅原 満、南須原 康行: 医療事故の再発防止への提言（第

3 号）に対する取り組み - 第 2 報- －アドレナリン注射液 0.3mg 製剤の院

内配置－. 第 18 回医療の質・安全学会学術集会（2023 年 11 月 25 日、26 日） 
 

20) 横川 涼介, 鈴木諒太, 山口敦史, 福田篤, 佐藤泰征, 岩原直也, 広瀬貴行, 
堀田記世彦, 岡本孝之: タクロリムス内服中に慢性副鼻腔炎の治療としてマ

クロライド少量長期投与療法を導入した生体腎移植後例.  第 44 回日本小児

腎不全学会学術集会(2023 年 11 月 30 日-12 月 1 日, 佐賀市 ホテルグランデ

はがくれ) 
 

21) 田澤 佑基, 遠藤 知之, 武隈 洋, 菅原 満: 食道胃接合部癌術後に食道

狭窄を繰り返す症例に対して持効性注射薬カボテグラビル+リルピビリン

(CAB+RPV)を導入した一例. 第 37 回日本エイズ学会学術集会・総会(2023
年 12 月 4 日, 京都, リーガロイヤルホテル京都) 

 
＜学会地方部会・研究会・その他の院外における発表＞ 
1) 鏡 圭介: サーベイランスシステム J-SIPHE(感染対策連携共通プラットフ

ォーム)の活用方法－地域連携から多施設解析まで－.  十勝病院薬剤師会学

術講演会（2023 年 1 月 12 日、ホテルモントレエーデルホフ札幌 Web 配信、

旭化成ファーマ主催） 
 

2) 武隈 洋: 片頭痛の治療と予防.  令和 4 年度北海道医薬品卸勤務薬剤師会

第２回研修会（2023 年 2 月 15 日, 北海道医薬品卸勤務薬剤師会主催、WEB
開催、札幌プリンスホテル国際館パミールより配信） 
 

3) 山口 敦史, 齋藤 佳敬, 鳴海 克哉, 古堅 彩子, 武隈 洋, 品川 尚文, 秋田 
弘俊, 菅原 満, 小林 正紀: 免疫チェックポイント阻害薬による免疫関連有

害事象のリスク因子に関する研究 .  人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成

プラン 第 12 回がん薬物療法研究討論会（2023 年 2 月 18 日、WEB 開催） 
 

4) 新井崇之、鳥谷部尚之、西村あや子、武隈 洋、菅原 満: アドシルカ錠®
の粉砕後の安定性.  第 70 回北海道薬学大会（2023 年 5 月 20-21 日、札幌コ

ンベンションセンター） 
 

5) 三上 龍生: 敗血症性DIC患者の腎機能評価と薬物投与設計.  2023年度 札
幌病院薬剤師会「学術講演会」（札幌病院薬剤師会主催、2023 年 6 月 21 日、

オンライン開催） 
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6) 巽道代: 北海道大学病院における NST 活動.  第 5 回赤レンガ薬薬連携セミ

ナー（2023 年 6 月 23 日） 
 

7) 田澤佑基: Dolutegravir/lamivudine への薬剤変更における薬剤師の介入.  E2 
HIV Expert Pharmacist Forum（2023 年 7 月 5 日，TKP 札幌カンファレンスセ

ンター，web 配信，ヴィーブヘルスケア主催） 
 

8) 田澤佑基: チームで取り組む持効性注射薬の適格患者の選択と導入. 令和 5
年度北海道 HIV/AIDS 医療者研修会（2023 年 7 月 8 日，ハイブリッド開催，

TKP 札幌駅カンファレンスセンター） 
 

9) 西村あや子: 妊婦・授乳婦専門薬剤師の活動～妊婦・授乳婦の薬物療法を考

える～.  2023 年度札病薬新任薬剤師研修会（札幌病院薬剤師会主催、2023
年 7 月 12-13 日、㈱ほくやく札幌支店５階） 
 

10) 西村あや子: 抗てんかん薬と妊娠・授乳.  2023 年度第 1 回妊婦・授乳婦専

門薬剤師セミナー（札幌病院薬剤師会主催、2023 年 8 月 30 日、オンライン） 
 

11) 坂本達彦 : 北海道大学病院におけるがん患者に対する外来薬剤師業務 .  
2023 年度 第 2 回 「がん専門薬剤師」セミナー（札幌病院薬剤師会主催、

2023 年 9 月 29 日、オンライン） 
 

12) 巽 道代: 輸液設計を頼まれた！-考え方と注意点-.  2023 年度第１回札幌

病院薬剤師会 NST セミナー（2023 年 10 月３日,札幌市,札幌国際ビル国際ホ

ール） 
 

13) 西村あや子: Benzodiazepine 系薬剤の母乳移行に関するパラメーターの算出.  
第 3 回妊娠と薬情報研究会学術集会（2023 年 10 月 8 日、御茶ノ水ソラシテ

ィカンファレンスセンター） 
 

14) 熊井 正貴: これから始める緩和ケアの薬薬連携.  手稲薬薬連携セミナー

（2023 年 10 月 17 日、オンライン講演会、共催札幌薬剤師会 第一三共株

式会社） 
 

15) 細川亜美、西村あや子、大橋萩太郎、大中一矢、吉瀬馨、山本竜太郎、赤羽

彗一郎、玉城良、朝野拓史、齋藤良玄、馬詰武、渡利英道: 当院における妊

娠と薬外来について.  第 103 回 北海道医学大会 産婦人科分科会（2023
年 10 月 22 日，札幌，札幌医科大学記念ホール） 
 

16) 山口 敦史, 田澤 佑基, 武隈 洋, 植木 将弘, 山田 雅文, 真部 淳, 菅原 満: 
乳児に対してボリコナゾールの TDM を実践した１症例.  第 1 回北海道医

真菌研究会 (2023 年 10 月 28 日, 札幌, 北海道大学） 
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17) 山田峻史，稲村弘敏，三上龍生，齋藤靖弘，清治翔伍，大下直宏，山崎晃憲: 
救急・集中治療業務と薬物療法の評価や介入方法について.  第 47 回北海道

救急医学会学術集会（2023 年 11 月 11 日，札幌，札幌医科大学医学部教育研

究棟） 
 

18) 山﨑 浩二郎: 北海道大学病院の薬剤師業務とタスクシフト.  協和キリン

社員研修会 
 

19) 巽道代、熊谷聡美、七戸俊明、武隈洋、菅原満: コロナウイルス感染症流行

時の病院実習における栄養サポートチーム（NST）実習を遠隔配信で行った

場合の教育効果.  札幌病院薬剤師会第 28 回会員発表会（2023 年 11 月 25 日,
札幌市,札幌医科大学） 
 

20) 田澤佑基: 薬剤師が実践できる 2 剤治療(DTG/3TC)の適正使用に向けた取り

組み.  HIV Expert Pharmacist Forum（2023 年 12 月 9 日，TKP 札幌カンファ

レンスセンター，web 配信，ヴィーブヘルスケア主催） 
  

21) 山口 敦史, 田澤 佑基, 武隈 洋, 植木 将弘, 山田 雅文, 真部 淳, 菅原 満: 
ボリコナゾールとその代謝物をモニタリングした乳児症例.  第 37 回 北
海道 TDM 研究会 研究発表会 (2023 年 12 月 23 日, Web) 
 

＜院内講演会等での発表＞ 
1） 鏡 圭介: 抗菌薬適正使用について.  2022 年度第 2 回 医療安全管理部・

感染制御部合同研修（E-learning） 
 

2） 久保田 康生: ヨード造影剤の基礎知識.  中診Ⅰ部署内学習会（2023 年 2
月 7 日、放射線部図書会議室） 
 

3） 内山 数貴: ICI と irAE マネジメントについて考える.  第 10 回腫瘍センタ

ーセミナー 
 

4） 久保田 康生: 薬剤の種類と取り扱い（Ⅱ）.  2023 年度静脈注射エキスパ

ートナース認定研修（e-ラーニング用音声付 PPT 提出） 
 

5） 川岸 亨: 看護師特定行為研修、演習・臨床薬理学：高血圧.  クリニカルシ

ミュレーションセンター２F セミナー室 G（2023 年 5 月 19 日） 
 

6） 鏡 圭介: 看護師特定行為研修、演習・臨床薬理学：感染症.  クリニカルシ

ミュレーションセンター２F セミナー室 G（2023 年 5 月 25 日） 
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7） 坂本達彦: がん化学療法薬の理解 ~抗がん薬の特徴と副作用について~.  
2023 年度静脈注射エキスパートナース認定研修（e-ラーニング用音声付 PPT
提出） 
 

8） 樋口 一世: 看護師特定行為研修、演習・臨床薬理学：糖尿病.  クリニカル

シミュレーションセンター２F セミナー室 G（2023 年 5 月 31 日） 
 

9） 佐藤優: 産科でよく使う薬～切迫早産治療薬～.  新人看護師向け勉強会

（4-1 病棟保健指導室） 
 

10） 巽道代: NSTにおける薬剤師の役割.  2023年度ＮＳＴ専門療法士臨床実

地修練研修 
11） 鏡 圭介: 抗菌薬適正使用について.  2023 年度第 1 回 医療安全管理

部・感染制御部合同講演会（2023 年 7 月 7 日、臨床大講堂） 
 

12） 巽道代: 経腸栄養剤および静脈栄養剤の適正使用.  2023 年度ＮＳＴ専

門療法士臨床実地修練研修 
 

13） 小林准: 北大 PET 薬剤 GMP 運用のおさらいと FDG の 臨床研究法対

応への課題.  2023 年度北大病院 PET 薬剤製造施設教育訓練（GMP 教育訓

練）（2023 年 7 月 13 日, 北大医学部中研究棟 5 階 5－2 共通セミナー室） 
 

14） 田澤佑基: HIV 診療における薬剤師の役割～服薬支援の実際とポイント

～.  北海道エイズブロック拠点病院 HIV/AIDS 看護師研修基礎レベル研

修(2023 年 7 月 31 日，会議室棟 1 階 症例検討室 2) 
 

15） 熊井 正貴: おくすりについてのあれこれ―薬剤師にできることと緩和

ケア―.  なないろ （主催 北海道大学病院がん相談支援センター、2023
年 8 月 2 日、外来新棟 1 階 腫瘍センター サロン） 
 

16） 樋口 一世: 危険薬の取り扱い.  医薬品に関する講習会（2024 年 8 月

16，23 日、医薬品安全管理体制専門委員会主催、症例検討室 1・2） 
 

17） 金森 怜: 精神科薬剤を学ぶ.  ６，７－１病棟看護師向け勉強会（2023
年 11 月 9 日，６－１病棟体育館） 
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【競争的獲得資金】 
1．科研費  

1) 基盤研究 C（1 名）継続 
「オキサゾリジノン系抗MRSA薬の唾液中濃度による治療モニタリング

と投与量の適正化」 
（武隈 洋；2021-2023 年度：課題番号 21K06684） 
 

2) 奨励研究（1 名） 
「低酸素環境における MCTs 発現とがん免疫療法の応答性に関する研

究」 
（山口敦史；課題番号 23H05263） 

 


